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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年6月8日(2017.6.8)

【公開番号】特開2017-5458(P2017-5458A)
【公開日】平成29年1月5日(2017.1.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-001
【出願番号】特願2015-116689(P2015-116689)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ   9/08     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ   9/14     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  21/60     (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ  21/12     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ    9/00     ６０１Ｂ
   Ｈ０４Ｌ    9/00     ６４１　
   Ｇ０６Ｆ   21/60     ３２０　
   Ｇ０６Ｆ   21/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月19日(2017.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　ポスト（１４）から送出されるデータの受信部（２６ｂ）と基本ソフトウェア（３０）
とアプリケーションプログラム（２８）とを備えた端末（１６）と、前記端末へデータを
送出する発信部（２６ａ）とを備えたポストとを有し、
　前記ポストから送出される前記データは、第２暗号鍵（２２）により暗号化された第２
暗号化コード（２４）として送出され、
　前記端末は、第１暗号鍵（４０）で暗号化され前記アプリケーションプログラムに含ま
れる第１暗号化コード（２９）を復号化するための復号化部（３１）と、前記第１暗号鍵
に対応し前記基本ソフトウェアに含まれる第１復号鍵（３２）と、受信した前記第２暗号
化コードを復号化するための復号化部（３６）と、を備え、
　前記端末は、前記基本ソフトウェアを実行することにより、前記第１暗号化コードを前
記第１復号鍵で復号して前記第２暗号鍵に対応する第２復号鍵（３４）を取得し、前記第
２復号鍵で前記第２暗号化コードを復号することを特徴とするソフトウェア複製防止シス
テム（１０）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項１記載の発明に係るソフトウェア複製防止システムは、ポストから送出されるデ
ータの受信部と基本ソフトウェアとアプリケーションプログラムとを備えた端末と、これ
にデータを送出する発信部を備えたポストとを有する。ポストから送出されるデータは、
第２暗号鍵により暗号化された第２暗号化コードとして送出される。端末は、第１暗号鍵
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で暗号化され前記アプリケーションプログラムに含まれる第１暗号化コードを復号化する
ための復号化部と、第１暗号鍵に対応し前記基本ソフトウェアに含まれる第１復号鍵と、
受信した第２暗号化コードを復号化するための復号化部とを備える。端末は、基本ソフト
ウェアを実行することにより、第１暗号化コードを第１復号鍵で復号して第２暗号鍵に対
応する第２復号鍵を取得し、この第２復号鍵で第２暗号化コードを復号する。
 


	header
	written-amendment

